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	1. はじめに 
	2. 供試体端面に関する基本検討 
	2.1 平面度の測定方法に関する基本検討 
	 部を結ぶ線と中心部の高低差を求め，両者を平均した値とすることになっている。しかし，過去の研究では，JIS A 5308よりも多くの測定点を用いて平面度を評価したものが多く，どの程度の測定点が妥当なのかは必ずしも明確ではない。そこで，ここでは，何点以上の測定点で供試体の平面度を安定的に評価できるのかを検討した。なお，ここでの平面度の定義は，JIS B 7513｢精密定盤｣に示される｢使用面を幾何学的に正しい平行二平面で挟んだとき，平行二平面の間隔が最小となる間隔の寸法｣とした。 
	表－１　平面度算出用測定点の設定
	 点といった幾何学的に意味のある設定で5点から65点の10パターンに分類し，測定点数と平面度の関係を分析した。検討した供試体は，予備試験により，JIS A 1132の平面度の上限値ギリギリであると考えられたものと，JIS A 1132の平面度の上限値を明らかに上回っていると考えられたものの２個とした。設定した測定点数と測定点数の内訳を表－１に，測定点数と平面度の関係を図－２に示す。図－２より，測定点数13点までは平面度測定結果は増加し，それ以 
	 
	  
	写真－１　使用した平面度測定装置 
	 図－１　測定点数と計測 
	図－２　測定点数と測定結果 
	 降は比較的安定した結果が得られることがわかる。現状ではデータ数が十分とは言えないが，今回の測定結果からは，図－１に示す17点程度で供試体端面の平面度を測定することができると考えられた。 
	2.2軽量型枠を用いた供試体の底面と研磨面の平面度の測定 
	　昨今，様々な高強度コンクリートの強度管理手法が提案されている。このうち，建築工事で使用される簡易断熱養生供試体10）の作製などでは，軽量型枠を利用するのが一般的である。また，キャッピングに用いる材料の強度などの問題から，超高強度コンクリートで作製された供試体の端面処理は研磨で実施されることが多い。そこで，ここでは前節で定めた平面度の測定方法により，軽量型枠で作製された供試体の底面，および研磨面の平面度を検討することとした。 
	図－３　角度別の平面度測定結果 
	  
	  
	図－４　軽量型枠で作製した供試体底面の 
	平面度測定結果 
	図－５　研磨面の平面度測定結果 
	 ケースは，3～5本程度に１本であった。軽量型枠で作製した供試体の底面がJIS A 1132を満たせなかった理由は，軽量型枠の底板に依存する可能性，コンクリートの収縮に依存する可能性などが考えられる。この理由については今後の課題である。 
	　ここでは，2.の測定に用いた一部の供試体を用いて，平面度と圧縮強度の関係を分析した。圧縮強度試験に用いる供試体は，上端面を研磨し，下端面を脱型時のままとしたものである。供試体の成形精度は，上下端の平面度以外に，上下端の平行度，上下端と側面の垂直度などでも表せるが，今回の検討では，これらは許容値内であるとして考慮していない。 
	　調合条件を表－２に示す。実験に用いたコンクリートは，水結合材比15～27％で調合した4種類の超高強度コンクリートである。いずれも3ロットを練混ぜ、各ロットで6本以上（最高で9本）の供試体を採取している。 
	　シリーズ１では，普通ポルトランドセメント（OP）に，スラグ石膏（SG）とシリカフューム（SF）を質量比7：2：1で混合した高強度用結合材11）を使用した。シリーズ２および４では，普通ポルトランドセメントと，シリカフュームを混合したスラグ石膏系の高強度用混和材（SS）12）を，質量比8：2で別計量して使用した。シリーズ３では，中庸熱ポルトランドセメントを使用した。 
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